
モデル事業名 房総横断鉄道沿線のエコミュージアム環境整備

対象地域 いすみ市、市原市、大多喜町、睦沢町、一宮町

今年度の主な取組

本モデル事業では、以下の内容について取り組む。
①歴史等調査
歴史、文化、地理、風土等を専門家による調査と、わかりやすい提示
②鉄道施設デザイン
鉄道施設としての車両、駅舎の快適な利用のためのソフト面とハード面
にわたるデザインの提案と可能性の追求
③エコミュ－ジアムのための環境整備
住民等の人的育成による探訪先の資源の明示、および観光案内する地
域組織の形成
④自然エネルギー環境整備
沿線周辺地区における違法廃棄物の除去と自然エネルギー利用の提
案
⑤広報イベント
この取り組みを伝える広報活動とイベントの実施

原市を縦貫する房総横断鉄道であるが、マイカーの普及、少子高齢化、
地域経済の衰退により乗客数が減少し、第三セクターのいすみ鉄道は
特に存続が危ぶまれている。鉄道は、沿線地域住民、特に学生・高齢
者・飲酒した成人などの足として、環境負荷の少ない交通手段であり、
地域の歴史・文化・風土・自然を訪ね、人的交流を図る観光の要でもあ
る。こうして、鉄道は、この地域が現在より増して活力を得れば、なお一
層より必須な地域交通インフラであり、両鉄道は相輔相成のものとして
持続可能を確かにする必要がある。
洸楓座は、2007年6月、自然エネルギーとその環境を大切にし、豊かで
美しく、誇りある生活や地域を広め、ひと・もの・こと、そして時間と空間を
創造することを目的とし、千葉大学が認可した研究と教育を社会で実践
するために組織された団体であり、いすみ鉄道の存続に向けた活動を、
2007年8月に大多喜町で行っている。
本座は、「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業として、千葉
大学の研究者と多くの団体、個人の協力と連携により、いすみ鉄道と小
湊鉄道の沿線の３市町（いすみ市、大多喜町、市原市）に睦沢町と一宮
町を加えたエリアを対象として、エコミュージアムの概念により地域力、
観光力を高めるための環境整備を企画し、実現したいと考えている。
具体的には、当該地域の歴史、文化、自然等を調査し、地域資源の掘り
起こしを行い、地域の価値と誇りを再評価し、それを地域住民が認識し
自覚することで、わかりやすい広報の活動と地域の説明・案内を行う人
材、組織を育成し、地域の探訪や観光の魅力、すなわち地域力と観光力
を高めるための活動を行う。

活動概要

　平成２０年度　「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業　



活動結果

エコミュージアムの概念を、一般市民のほか、とりわけ市町・観光関係
者、鉄道会社、NPO等に周知することができた。(多くの新聞報道が伝達
の役割を担った。)二つの鉄道を房総横断鉄道として相補相成なものと
する切り口は、特にいすみ鉄道の存続に対する意味と価値、そのための
方策を考える機会を強く提供し、意識を高揚した。結果として洸楓座（同
時に千葉大学）という中立的な組織が、展開することに違和感無く、活動
を推進できることを実証し、今後のさらなる展開に弾みがついた。今日的
テーマとしてのローカル鉄道問題、地域再生課題、少子高齢化などにつ
いて地域に目を向け、過去から現在そして将来を展望する手法を喫緊な
いすみ鉄道存続問題に多くの切り口で取り組み、総合してシナジーの複
合効果として展開を進める一翼を演じ、一部では主体的な効果と影響を
つくることが出来た。

当初予想していな
かった効果

広範な取り組みを行ったので、多面的な関わりにより、地域の人々や組
織、地域外での活動者などと知り合い、互いに共有するテーマであるこ
とを知り、シナジーとして当該課題が地域内に受け入れられ、実施が加
速した。地域の理解が重要であるが、その気風が、高校生から大人ま
で、特に行政や既存組織の人々の関心を得た。これは「新たな公」の目
標と一致することである。

実施状況（写真）

　　　　○グループ討論会の様子　　　　　　　　○イベント列車の様子
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